
 

 

 

 

 

第 ２ 次 八 戸 市 

地球温暖化対策実行計画 

区 域 施 策 編 
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【 概 要 版 】 

 

環境・社会・経済のバランスのとれたグリーン社会の実現を目指して 

  



 

 

八戸市の二酸化炭素排出量（万トン） 

【出典】 

・青森県における温室効果ガス排出状況について【2020

年度(令和 2 年度)の実績】（青森県） 

・2020 年度(令和 2 年度)の温室効果ガス排出量(確報値)

について（環境省・国立環境研究所） 

 

【八戸市推計】 

全国・青森県・八戸市の比較 

 

地球温暖化を取り巻く状況 

近年、地球温暖化の影響といわれる気候変動に伴い、世界中で豪雨や猛暑などの異常気象が多

発し、私たちの生活に大きな影響を及ぼしています。 

地球温暖化問題は、避けることのできない喫緊の課題であり、私たち一人ひとりが地球環境に

優しい行動を実践していくことが重要です。 

世界の気温は、 100 年あたり 0.74℃ 

日本の気温は、 100 年あたり 1.30℃ 

八戸市の気温は、100 年あたり 1.90℃ 

の割合で上昇しています！ 
 

平成 30（2018）年に公表された、気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）「1.5℃特

別報告書」によると、世界全体の平均気温の上昇を、２℃を十分下回り、1.5℃の水準に抑え

るためには、二酸化炭素排出量を 2050 年頃に正味ゼロとすることが必要とされています。 

 

温室効果ガス排出量の現状 
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平成 23（2011）年度から平成 2４（201２）

年度にかけて、東日本大震災の影響により火力発

電の割合が増加したため、二酸化炭素排出量は大

幅に増加しました。一方、平成 27（2015）年

度以降は、再生可能エネルギーの普及や省エネル

ギーの取組などにより減少傾向にあります。 

北東北を代表する工業都市である当市では、産業

部門からの二酸化炭素排出割合が国や青森県よ

りも高いという特徴があります。 

また、産業部門と工業プロセス部門の排出量は、

市全体の約 64％を占めます。 



 

 

 

八戸市の削減目標 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成に向けて 

温室効果ガス排出量の削減目標を達成するためには、私たち一人ひ

とりが地球環境に優しい行動を実践していくことが重要です。 

当市では、市民や事業者など多様な主体と連携し、当市の特性を活

かした施策を推進していきます。 

 
 

１
施策

．再生可能エネルギーの導入促進 

当市の地域資源を最大限活用しつつ、関係主体と連携し再

生可能エネルギーの導入を促進することにより、エネルギー

の地産地消や地域内の経済循環の活性化、災害に強い地域づ

くりを目指します。 

●再生可能エネルギー電気の利用拡大 

  ■自家消費型太陽光発電設備の導入促進 

■PPA モデルの普及促進 など 

 ●ペレットストーブの普及 
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「2050年カーボンニュートラル」の実現を見据えて 

令和 12（2030）年度の温室効果ガス排出量を平成 25（2013）年度比で50％削減 

省エネ等対策 

▲147.5 万トン 

吸収源対策により 
差し引きゼロ 

 

温室効果ガス実質 
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２
施策

．事業者・住民による削減活動の促進 

  エネルギー価格高騰への対応の観点からも、省エネ診断の

普及などを通して、徹底した省エネ行動を促進します。また、

普及啓発活動の推進などを通して、市民や事業者の地球温暖

化対策に関する理解を深め、ライフスタイルの転換を図りま

す。 

●省エネ診断の普及 

 ●高効率機器の導入 

●普及啓発活動の推進 など 

 

 

３
施策

．地域環境の整備及び改善 

  温室効果ガス排出量を削減するためだけでなく、今後予想

される人口減少や高齢化社会などに対応するため、地域の課

題に応じた環境負荷の小さな都市づくりを推進します。 

●公共交通機関の利用促進 

●宅配便再配達の削減の促進 

●森林整備、都市緑化の推進 など 

 

 

４
施策

．循環型社会の形成 

  これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会のあり

方を見直し、廃棄物の発生抑制と適正な資源循環を促すこと

により、循環型社会を形成することで天然資源やエネルギー

の消費の抑制を図ります。 

●廃棄物排出量の削減及び３Ｒの推進 

●食品ロスの削減 

●廃プラスチックのケミカルリサイクル促進 

 

八戸市 市民環境部 環境政策課 〒031-8686 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

電話: 0178-43-9265  FAX: 0178-47-0722 E-Mail: kankyosei@city.hachinohe.aomori.jp 

詳しくは、第 2 次八戸市地球温暖化対策実行計画区域施策編の本冊をご覧ください。⇒ 

https://www.city.hachinohe.aomori.jp/soshikikarasagasu/kankyoseisakuka/keikaku_plan/1/1/1/1604.html 


